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1 (A,
メ

イ
+

/

1
4
H

場

仙
台
市
景
観
重

要
建
造
物
指
定
(

一

九

〓
一

年
築
)

◆
昭

弘

南
普

尊
慮

二

月
二

十
七

日

(

金
)

-
三

月
三

十
時
-
十

六
時

若
林
区

河

原
冊

〒
二
-

四
五

地
下

鉄
｢

河
原
抑

野
南
①
番
出
入
口
結

思
い
t

虫

す

そ

れ

ぞ

れ

の

雛

物

語

-

旧
仙

南
堂
薬
店
さ
ん
､

田
丸

木
商
店
さ
ん

は
じ

め

多
く
の

方
々

の
ご

厚
意
と

ご
支
援
を
い

た

だ
き

開
催
の

運
び
と

な
り
ま
し

た
｡

今
回
は

雛
人

形
と
歴

史
的
建
造
物
､

こ

だ
わ
り
の

食
､

人
々

と

の
ふ

れ
あ
い

を
テ
ー
マ

に
､

伝
統
と
モ

ダ
ン

を
お
楽
し

み
い

た

だ
き
た

く
企

画
い

た
し

ま
し
た
｡

県
内
の

魅
力
的

な
ま

ち
で
あ
る
塩
竃
や

白
石
で

地
域
お
こ

し
を

頑
張
っ

て

い

る

方
々

と
心

を
通

わ
せ
､

時
間
-

午
前
十
時
-

十
二

時

会
場
-

旧
仙
南
堂
薬
店

募
集
-

各
十
名
様

参
加
費
-

千
円

※
ホ
-
ム
ペ

ー
ジ
に
各
サ
ン
プ
ル

掲
載

江

戸
期
の

享
保
雛
や

古
今
雛
､

昔
の

も
の

手
づ

く

り
の

思

い

出
あ
ふ

れ
る
も
の
､

市
民
パ

ワ

1
で

ま

ち
と
ま

ち
を

結
び
､

連
携
開

催
が
実
現
で

き
た
こ

と
は

と

て
も

嬉
し
い

こ

と
で

す
｡

二

十
八

全
会

場
､

真
心

と

見
ど
こ

ろ

が
詰
ま
っ

た
心

な
ご
む

ひ
な
ま
つ

り
で

ご

ざ
い

ま

す
｡

特
典
付

き
"

う
れ
し
楽
し

ひ
い

な

街
道

ひ
な
巡

り
マ

ッ

プ
″

で
､

春
の

華
や
ぎ
を
ど

う
ぞ
ご

堪
能
く

だ
さ
い
｡

◎
盲
(

g
)

中
級
の

小

わ

い

い

見
び

ヤ

言
付

き
)

払

和
敏
子

3/ I
3フ
.
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)

仙
台
市
景
観
重
要
建
造
物
指
定
〓

七
八

一
年
築
)

秋

プ
◆
耶

ポ
朝
鮮
嬉

江

戸
時
代
か

ら
代
々

伝
わ
る
気
品
あ
ふ

れ
る

丸
木
家
の

お
ひ
な
さ
ま

三

月
一

日
(

日
)

-
三

月
三

日

(

火
)

十
時
-

十
六

時

若
林
区
商
材
木
町
二

地
下

鉄
｢

河
原
町
駅
｣

南
①
番
出
口

徒
歩
二

分

日

十
≡

時
蔀
半
六

時

無
料

◎
会
場
に

は

駐
車
場
が

あ
り
ま
せ

ん

の

で

1

コ

土
.

-
-
･

=
L
t
L
l

叫
l
L
J
.
l

土
-

ゴ
｣
U

I

L

t

U

J

L

ノ
′

U

r

J
i

敵

地
下

鉄
･

J

R
･

バ

ス

な
ど
の

公

共
交
通
機
関
を
ご

剰
｣

み

物
で

ゆ
っ

く
n

f

f
t

お
く
つ

ろ

ぎ
く
だ

さ
い

⑳
′

盲
(

A

せ
布
で

作
る

櫛
プ

ロ

-

チ

パ

ッ

チ

ワ

-

ク

教
官

嫁
谷

尊
払

-

韓
鼻

緒

-

-

う

れ

-

番
-

ひ

い

ヤ

街
逢

ひ

な

藍

-

マ

ッ

プ

で

お

番
-

み

-

だ

さ

い

⑳
言
(

t
]
)

せ

布
の

飾
り

ぴ

ヤ

ア

-

り
エ

C

O

O

喜
鼻

※
天
候
や
都
合
に

よ
り
開
催
内
容
な
ど
が
変
更
に

な
る
場
合

袋
抄
着
帯
.

※
要
申
し
込
み

の
も
の

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の

で
､

ご
了
承
く
だ
さ
い
.

◆問い合わせ . 申し込み/ 斉藤 0 8 0 - 5 5 5 8 - 4 3 5 1

ほ 催) 粋 (々 いきいきほ ちなかプロジェ クト h t 七p : // h w b b . g y a G . n e . j p / h s a i t o
-

p c

く後援) 仙台市都市整僚局番市景観課 ､ 財団法人 仙台観光 コ ン ベ ン シ ョ ン協会

平成 2 0 年度若林区まちづくり活動助成事業



孟
練
直

内
エ

リ

ア

手
づ

く

り
ア

イ

ス

が

大
好
評
-

カ

フ

ェ

血

ひ

ヤ
立
つ

り

親
王

飾
-
や
現

代
の

檀
飾
-

▼
二

月
二

十
日
(

金
)

-
三

月
十
四
日

(

土
)

文
化

庁
｢

登
録
有
形

文
化
財
｣

時
代
を
超
え

て

脈
々

と
生
き
る
仙
台
の

文
化

十
時
三

十
分
-
十
七
時

休
み
･

日
.

月

旬
の

野
菜
の
創
作
料
理

も

ろ

ヤ

｢

雛
衛
賂
｣

店
主

子
づ

-
-
の

木
目
,

<
]

み

段
飾
-
の

簿

▼
二

月
二

十
五

日
(

水
)

-
三

月
十
五

日
(

日
)

十
二

時
-
十
四
時

休
み
‥

月
.

火

縫

糸
館
の

ひ

ヤ
立
つ

-

昭

和

初

期
の

堤
人

形

と

偉

観

的

な

関

東
段

飾
-

▼

地
下
鉄
｢

河
原
町

駅
｣

南
①
番
出
口

▼

若
林
区
文
化
町
-

五
-

〓
一

電
話

〇
二

二
-

二

八
六
-

二

〇

〇
四

徒
歩
十
五

分

▼
二

月
二

十
七
日
(

金
)

-
三

月
五

日

(

木
)

十
時
-
十
六
時

休
館
/
一

日
(

日
)

▼

地
下

鉄
｢

五

橋
駅
｣

市
立

病
院
出
口

徒
歩
八

分

▼

バ
ス

停
｢

荒
町
｣

徒
歩
三

分

▼

若
林
区
南
鍛
治
町
-

四

三

電
話

〇
二

二
1

二

二

二
-

七
〇
八
三

入

場
無
料

◎

有
り
叩

詳
細
は

表
面
を
ご

覧
く
だ

さ
い

▼
二

月
二

十
七
日
(

金
)

-
三
日
(

火
)

十
時
-
十
六
時

▼

地
下

鉄
｢

河
原
町
｣

南
①
番
出
入
口

詳
細
は

表
面
を
ご

覧
く
だ

さ
い

▼
I

ニ

月
-

日
(

日
)

-
三
日

(

火
)

徒
歩
五

分入

場
無
料

十
時
-
十
六

時

▼

有
料

雛
御
膳
･

コ

ー
ヒ

ー
付
き

二

千
円

(

要
予
約
)

自
家
栽
培
の

こ

だ
わ
り
野
菜
で

心
を
込
め
て

▼

バ

ス

停
｢

荒
井
｣

徒
歩
七

分

▼

若
林
区
荒
井
字
沓
形
八

八
1

二

電
話

〇
二

二
1

二

八

八
-

六
四

七
六

㊥

有
り
(

十
台
)

◎
仙
台
伝
統
野
菜
の

販
売
も
し

て

い

ま
す

有
料
/

五

百

円

㊥

有
り

仙台 一 高

▼

地
下

鉄
｢

河
原
町

駅
｣

南
①
番
出
口

徒
歩
二

分

入

場
無
料

広
瀬
川
の

水
を
利
用
し

モ
個
性
豊
か

な

味
わ
い

深
い

お
酒
が
作
ら

れ
て

い

ま
す

市
内
で

唯
一

の
造
り
酒
屋

え

十
阜
ぶ

-
の

範
士
つ

-

端
々

伝
わ
る
江
､

ア

期
の

舌
今
鍵

▼
二

月
二

十
七
日

(

金
)

-
三

日
(

火
)

十
時
-
十
六
時

い

く
つ

に

な
っ

て

も
嬉
し
い

ひ
な

祭
り

▼

地
下

鉄
｢

五

橋
駅
｣

市
立
病
院
出
口

徒
歩
六
分

厳
粛

▼
バ

ス

停
｢

荒
町

郵
便
局
前
｣

徒
歩
一

分

▼

若
林
区
荒
町
五
三

電
話

〇
二

二
1

二

六
六
-

二

〇
六
四

入

場
無
料

確束鉄 河原 町駅

ンタワ ー ●ツイ

文

政

時
代
の

お

ぃ

ヤ

さ

圭

仙

台
の

普
藷

し

を
し

ま
し

ょ

う

▼
二

月
二

十
七
日
(

金
)

-
三
日
(

火
)

十
時
-
十
六
時

▼

地
下
鉄
河
原
町
南
①
出
口

徒
歩
六
分

▼

バ

ス

停
｢

河
原
町
｣

徒
歩

一
分

▼

若
林
区
河
原
町
一

-

四
-

二

二

プ
ラ
ザ
河
原
町
1

階

電
話

〇
二

二
-

二

二

二
-

五

五

一
八

入

場
無
料

ッ

ズ
が
楽
し

い

お
店

め

で

た

掛
け

-

餐
(

め
)

で

た

き
も

の
｣

汰
,

ア

効
か
ら

昭
和
の

｢

子
ど

も
､

動
物
､

男
女
､

新
年
｣

を
題
材
に
し

た
絵
画
･

書
･

エ

芸
品

を
展
示

｡

▼
一

月
七
日
(

水
)

-
l

ニ

月
三
日

(

火
)

九
時
～
十
六
時
三

十
分

休
/
月
曜
日

▼

地
下
鉄
｢

愛
宕

橋
駅
｣

西

出
口

徒
歩
五

分

▼

バ

ス

停
｢

石
垣
町
｣

徒
歩
三

分

▼

有
料

/
一

般
三

百

円

学
生
r
'

]

百
円

喝

留
意
闇

㊧

畠
甲

轟
W

車

重

尊

意
闇

留
意
周
甲

嶺

昏

昏
甲

急
■

i
■

働

福
島
美
術
館
ワ

ー
ク
シ
ョ

ッ

プ

肋

ク
リ
ニ

カ
ル
ア

ー
ト
｢

ア
ナ
ロ

グ
画
で
描
く

岬

･

日

時
-
I

ニ

月
-

日
(

日
)

十
時
-
十
二

時
･

蛤
貝
の

雛
飾
り
｣

･

参
加
責
-

千
円

@聯

募
集
-

十
名
様
(

予
約
制
･

美
術
館
へ

申
込
要
)

講
師
‥

さ
と

う
芳
子
(

臨
床
美
術
士
)

戚㈱過a細翠

高
校
生
以
下
､

障
が
い

者
､

七
十
歳
以
上
は
由

弼

骨

銀
の

ひ

ヤ

飾
り

せ

祇
の

違
う
七

段

飾
-
を

展
示

▼
二

月
二

十
三
日

(

月
)

-
六

日
(

金
)

十
時
-
十
七
時

▼

地
下

鉄
｢

河
原
町
駅
L

北
①
出
口

徒
歩

一
分

▼

バ

ス

停
｢

舟
T
｣

(

市
営
･

宮
交
)

▼

仙
台
市
若
林
区
舟
丁
六
四

番
地

電
話

〇
二
二

⊥
ニ

〓
-

六
四
一

一

車
畠
関
野

島
野

昏
ぬ

冒

車

重

車

重

垂
虚
顎
同

意
甲

尋

蓉

尊

重

重

電

重

畳

車

重

▼

仙
台
市
若
林
区
土
樋
l

一

八
八

⊥
一

電
話

〇
二

二

⊥

〓
ハ

六
-

一

五

三

五

㊥

有
り
(

六
台
)

戯

二

十
八

日

二

日

要

申
込
)

戯

和
紙
手
す
き
教
室
､

千

円

飽

和
菓
子

作
り

千

円

酢

車

車

重

尊

重

車

重

車

重
野

.日
野

邑
琴

!

!

柑

体
験
教
室
(

二

十

古
二
]

+
[

百
Ⅰ

燃

圭
ど

小

の

ひ

ヤ
ま
つ

り

現
代
の

檀
飾
-

や

薪
-

紙
の

橡

飾
-

▼
二

月
十
八
日
(

水
)

-
三

月
六
日
(

金
)

十
時
-
十
七
時

◎
特
製
ひ

な
菓
子

の

販
売
中

▼

仙
台
駅
六

番

深
沼
海
岸
行

バ

ス

停
｢

南
長
沼
｣

す
ぐ

▼

若
林

区
荒
浜
字
-

本
杉
北
二
-

二

電
話

〇
二

二
-

二

八

七
-

0
〇
四

〇

入

場
無
料

◎

有
り

昏

車

重
.
尊

重

車

昏

』

粋 々まちなかプロ ジェ ク トとは - . 人 と人, ア ー

トとまち､ 人とまちの つ ながりを大切に して ､ 仙台の 新 しい魅力を発信 して い るNPO グル ー プ
o

｢ 歴史的建造物の保存 ･ 活用｣ ｢ ものづくりの創造性を高める｣ ｢ 文化､ 歴史や地域を知る｣ ｢ お宝再発見｣ などを柱に ､ 伝統とモ ダンの 融合で

まち に彩りを添える ことや､ まちあそびやまち歩きの楽 しさを通 して 交流や賑わいを創出する活動を展開中｡

く協 力) 旧仙南堂薬店 ･ 旧丸木商店 ･ 秋保里セ ンタ ー ー 仙壷庫 ･ 仙台箪笥伝承館 門間箪笥店 . 森民酒造本家 t 建築と子供たちネッ トワ ー ク仙台 . 佐大商店

つ つ み の おひ な っ こ や ･ 道中庵 ユ - ス ホステ ル ･ よ しぎん . ふれ あい小さな美術館 ･ 蕎 麦キ ッ チ ン ぶれのわ ･ 良寛院丁 庭園を守る会 千葉 ･ 太田蔵治商店

株式会社ほまれや . 福島美術館 . フォ ン テ
ー

ヌ ･ 農家 レス トラン もろや . まどか 荒浜 ･ 佐藤 . 絵本とおもちや 横 田や . カ メ イ記念展示館 t 瑞鳳殿 ･

成田 山国分寺仙台分院 ･ ぱそとも倶楽部 . 白石 まちづくり株式会社 ･ 白石 人形の蔵 りJ ､ さき花幼稚園 一 穀町保育園 ･ 古城幼稚園 ･ プラス 結 ( ゆい) I

仙台m a o 倶楽懸 I 野の 花 . ひ い なプロ ジェ ク ト仙台 . おもい で エ 房 ･ かんかん学学くらぶOB (順不動 ､ 敬称略)




